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精神科医療は､ 2004年９月の ｢精神保健医療

福祉の改革ビジョン｣ や2010年度の ｢精神保健

医療福祉の更なる改革に向けて (今後の精神保

健医療福祉のあり方等に関する検討会)｣ の報

告書の提言により､ ｢精神障害者地域移行・地

域定着支援事業｣ を行い､ ｢入院生活｣ から

｢地域生活｣ へと移行している｡ １)～４) そのため､

地域で生活する精神障がい者への支援体制を整

える必要があるが､ 人材不足や地域資源の不足

などにより､ 充分な支援体制が整っていない現

状である｡ 精神障がい者が地域でその人らしく

生活していくためには､ 患者自身が病気や症状・
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Attitudes of Nurse, who to Enhance the Strength of
Mentally Disabled Persons Dwelling in the Community

－Focusing on six themes－

塩 見 理 香 (Rika Shiomi)＊ 畦 地 博 子 (Hiroko Azechi)＊
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本研究の目的は､ 地域で生活する精神障がい者のストレングスを高めるケアに取り組んでいる看護師の姿勢を明らか

にすることである｡ 精神科地域看護を経験する看護師６名に半構成的インタビューを行い､ 質的帰納的研究を実施した｡

その結果､ 地域で生活する精神障がい者のストレングスを高めるケアに取り組んでいる看護師の姿勢として【人との

多様なつながりが地域生活を豊かにすることができるという姿勢】【目標をもち､ 自信を取り戻すことにより自ら歩む

ことができるという姿勢】【失敗を含め様々な体験を得ることで､ 学ぶことができるという姿勢】【一社会人として､

責任を返していく姿勢】【ストレングスは必ず存在するものであり､ かつ変化するものであるという姿勢】【強さだけ

ではなく弱さやどろどろした人生のプロセスを受け止めるという姿勢】の６つのテーマが抽出された｡
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This research is to clarify the attitude of mental health nurses who attempt to provide care which may

enhance the strength of mentally disordered living in the community.

The data was collected by semi-structured interview with 6 nurses who had experience in providing mental

health care in the community so that themes can be abstracted from the data by using qualitative-inductive

design.

In consequence of analysis of the data,6 themes were identified, which are composed of the following:

‘diverse interpersonal relationships enrich the life in the community’,‘having a goal helps recovery of

self-confidence and independent way of living’,‘various experiences including failures offer opportunities

to learn something’ ,‘ the importance of mentally disordered as citizen and charging them proper

responsibility in the community’,‘human beings have an inherent strength which is flexible in nature’and

‘an affirmative stance to accept negative and complicated patterns of life of the mentally disordered.’
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治療との付き合い方を知ることや失敗ができる

安心の場があること､ 他者との関係の構築がで

きること､ 自分の生活に満足することが重要で

ある｡５)～７) すなわち､ 地域生活の看護支援につ

いては､ 病気や病状の付き合いを基盤とし､ そ

の人の個性を活かしたその人らしい生活が送れ

るように支援することが重要である｡

�田ら８) は､ ｢当事者のストレングスに着目

して精神科訪問看護を行っている｣ と述べ､

小澤９) は､ ｢援助場面で本人のストレングスを

引き出すこと｣ と述べており､ ストレングスの

視点でケアを実践していることを説明している｡

また､ Rappら10) は､ ｢私たちが問題よりも可能

性を､ 強制ではなく選択を､ 病気よりもむしろ

健康を見るようにする｡ それらを見ることがで

きれば成果が得られよう｡｣ とストレングスモ

デルの効果を述べている｡ このように､ 地域生

活を営むためには､ 精神障がい者の問題点に焦

点をあてるのではなく､ 能力や希望などに焦点

を当てることで､ もっている力を引き出し､ 自

己決定できるように支え､ その人の望む生活が

送れるように支援することが重要になってきて

いる｡

また､ 近年､ ｢リカバリー｣ や ｢エンパワメ

ント｣ を進めていくケアが重要視されるように

なってきている｡ しかし､ それらのケアを進め

ていくためにはベースであるストレングスを見

出すことが必要になってくる｡ ｢リカバリー｣

も ｢エンパワメント｣ も精神障がい者のストレ

ングスを結集することにより成り立っていると

言っても過言ではないと考える｡

以上のことから､ ストレングスの視点で地域

精神看護を実施していくことが必要不可欠であ

ると考える｡ そのため本研究は､ 地域で生活す

る精神障がい者のストレングスを高めるケアに

取り組んでいる看護師の姿勢を明らかにするこ

とを目的とした｡
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本研究における ｢ストレングス｣ とは､ 本人､

家族､ グループ､ コミュニティがもっている固

有の総合された力であり､ 精神障がい者が望む

方向に向かって培われていく強さとして､ 生活

経験の中で生成・発達するとした｡

また､ ｢看護師の姿勢｣ とは､ ストレングス

を高めるケアを行っていくための看護師の態度､

価値観､ 倫理的配慮､ 知識など専門職として看

護実践を行う上で基盤となるものであるとした｡
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１. 研究協力者

本研究の研究協力者は､ 地域で生活する精神

障がい者のストレングスを高めるケアに取り組

んでいる看護師で､ 精神科看護の経験が５年以

上かつ地域看護の経験が３年以上の看護師とし

た｡

２. データ収集期間

2014年６月～９月実施した｡

３. データ収集方法

半構成的インタビューガイドを用いた面接調

査を行った｡ 地域で暮らす精神障がい者に対す

る看護を経験したことのある精神科看護師にプ

レテストを実施し､ 洗練化に努めた｡ 面接は､

１回あたり60分から90分程度であった｡

４. データ分析方法

インタビュー内容を逐語録として作成し､ そ

の内容の中から地域で生活する精神障がい者の

ストレングスを高めるケアに取り組んでいる看

護師の姿勢について語られている部分を抜き出

した｡ それを１ケースごとに類似した内容のも

のをまとめ､ それらが意味していることを表現

し､ すべてのケースを比較してテーマを導き出

した｡
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本研究は､ 研究施設､ 研究協力者に対し､ プ

ライバシーの保護､ 研究協力や撤回の自由､ 研

究協力における不利益と利益､ 研究結果の公表

の仕方について説明し同意を得た｡ なお､ 本研

究は､ 高知県立大学看護研究倫理審査委員会の

承認を得て､ 実施した｡
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１. 概 要
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研究協力者６名は､ 全員女性である｡ 年齢も

40歳代から50歳代で､ 看護師経験も全員が10年

以上であり､ 精神科看護歴も９年から22年と経

験も豊かであった｡ また､ 職務としては６名中

４名が管理職であり､ そのうち精神看護専門看

護師 (以下CNS) が２名､ 退院支援の認定看護

師が１名である｡ 教員経験のある方も含まれて

おり､ 今回の研究協力者は専門性が高い集団で

あることが特徴である｡
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語れた事例は10例であり､ 疾患名として統合

失調症が多いが､ 発達障がい､ 気分障がいなど

も含まれている｡ 男女比としては４：６で女性

が多く､ 年齢としては､ 20歳代から60歳代であ

る｡ 当事者の年齢が高くなり､ キーパーソンが

一等親から三等親に移行している当事者も見ら

れ､ 家族員の高齢化に伴い家族に構造変化が見

られている｡ また､ 自力で生活を営む必要性が

ある独居生活の方が６名であった｡ 地域での生

活年数については､ 短期入院 (休息入院など)

などが含まれるが､ 長期間地域生活をされてい

る方が主で､ 20年間地域生活をしている当事者

もいた｡

２. 地域で生活する精神障がい者のストレング

スを高めるケアに取り組んでいる看護師の姿勢

分析の結果､ 地域で生活する精神障がい者の

ストレングスを高めるケアに取り組んでいる看

護師の姿勢として【人との多様なつながりが地

域生活を豊かにすることができるという姿勢】

【目標をもち､ 自信を取り戻すことにより自ら

歩むことができるという姿勢】【失敗を含め様々

な体験を得ることで､ 学ぶことができるという

姿勢】【一社会人として､ 責任を返していく姿

勢】【ストレングスは必ず存在するものであり､

かつ変化するものであるという姿勢】【強さだ

けでなく弱さやどろどろした人生のプロセスを

受け止めるという姿勢】の６つのテーマが抽出

された｡
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このテーマは､ 当事者を取り巻く人たち同士

のつながりや当事者と当事者を取り巻く人たち

のつながりが地域生活を営む当事者のストレン

グスに影響を与えることができると考え､ 人と

人がつながることを大切にする姿勢である｡

Ｂ看護師は､ 統合失調症の女性とのかかわり

において‘彼女は料理がすごく上手だったんで

す｡ 一緒に料理を作る場面とかで､ より強めて

いったっていう感じかな’と､ 支援者と当事者

の協働によりストレングスの育成や強化をする

ことができるという姿勢でかかわっていた｡

また､ 家族間同士のつながりについて､‘家

族の強みも本人の強みも埋もれていたので､ 家

族の強みを引き出す､ 本人の強みも引き出す､

その両方を私が橋渡しになって伝える’‘家族っ

て悪いところが目立つっていうか､ いいところ

が認め合えないっていうか (中略) そこを見直

すことによってお互いの見方が変わったり､ お

互いを大事にしあう思いが芽生えるっていうか’

と､ 当事者を含めた家族員の相互のストレング

スに注目し､ 相互作用の中でストレングスを高

めていくと捉えていることを語っていた｡ 当事

者と当事者を取り巻く人たちがつながることに

よりお互いのストレングスが影響しあうことが

できるという姿勢でかかわっていたといえる｡
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このテーマは､ 看護師の支援を受けて自信を

取り戻すことで当事者は目標をもち､ 自ら歩む

エネルギーを得ることができるという姿勢であ

る｡

Ｅ看護師は､ アスペルガー障がいの男性で単

身生活を送っている当事者について語ってくれ

た｡ 当事者は､ 東京で正職員となり､ 高層マン

ションに住んで､ 結婚をするという夢をもって

おり,‘強みじゃない｡ 夢がある｡ どうなりた

い姿がある｡ やっぱり人間､ それが見据えられ

るからがんばれる’‘なりたいこと視野に入れ

つつ (中略) それに向かってがんばれることは

一つのエネルギーだし’と語り､ 目標や希望は

当事者のエネルギーになるという姿勢でかかわっ
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ていた｡

また､‘納得させれば絶対に聞いてくれる人｡

だからくどくどこだわっているというってこと

は､ こちらの説明が悪い’と､ 看護師が丁寧な

説明をすることで､ 行動変容につながるという

ことを語っていた｡ また､‘誰でも､ 認めて欲

しいじゃないですか｡ そのほうが､ 彼はがんば

れる人｡ 怒ったり､ 直接対決するより､ こうだ

よねって受け入れてあげるほうが､ こっちの言

うことも聞いてくれる’と､ 看護師が当事者の

行動を後押しするために､ 分りやすく､ 納得の

できる説明や肯定的なフィードバックを実施す

るかかわりを大切にすることで､ 自信を取り戻

すことができるという姿勢を語っていた｡

体重の増減に気持ちが取られ､ 自分の今後の

方向性を決めることができない摂食障がいの当

事者とのかかわりで､‘ (看護師は) 保護して､

責任を負ってあげるほうがいい時期はあります

よね｡ そんなときはもちろん負いますよ’‘あ

なたがするべきことをやって私がするべきこと

をやりますよっていうスタンスなわけ’と語り､

当事者の症状や状態のレベルに応じて､ 当事者

が今使えるストレングスを最大限に発揮できる

ようにかかわることが看護師の役割であるとい

う姿勢を有していた｡
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このテーマは､ 例え失敗をしたとしても､ 当

事者は積極的にチャレンジすることで､ 今まで

経験したことのない新たなストレングスと出会

うことができるという姿勢である｡

Ｃ看護師はデイケアに通所している20歳代の

統合失調症の女性について語ってくれた｡ 10歳

代前半に発症し､ 社会経験も少なく､ 新たなこ

とを獲得することに対して臆病になっていた当

事者が､ 仕事に行きたいと希望したとき‘悪く

いくと悪化するかもしれないけど､ 事業所に行

こうって彼女が決めたんだったら､ 行かしてあ

げたいなって､ すごく｡ 統合失調症の彼女が自

分で選択するのは難しいけど’と語り､ 病状が

悪化する可能性もあるが､ 当事者が自己決定し

たのであれば､ 例え失敗しても体験したことに

意味があるという姿勢でかかわっていることを

語っていた｡ また､‘一回できたことを次につ

なげていく､ 行動の般化につながっていくよう

な気がして’と､ 一度成功体験を得ると､ 次も

新たなことにチャレンジしたり､ 応用したりす

ることができるという姿勢でかかわっていた｡

そして､‘病状がありながらも､ 彼女のよさを

発揮できる場として､ ちょっと母親と離したほ

うがいいかなって思って’と､ 当事者のストレ

ングスが発揮できるための場所を見出すという

姿勢をもってかかわっていることを語っていた｡

Ｃ看護師は自分のケアの特徴として､ 失敗を

回避しようとする傾向があることを自覚し’転

ばぬ先の杖にはなりませんよ｡ 一緒に転ぶから

(中略) しんどくなったとしても､ それはそれ

で彼女が引き受けんといかんと思っている’と

語り､ 失敗体験を当事者自身が受け止めること

で､ 新たなストレングスを得ることができると

いう姿勢でかかわっていた｡
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このテーマは､ 地域生活を行うにあたり､ 当

事者が行った行動については当事者に責任を返

すことや地域住民としての自覚をもつことで､

ストレングスが備わっていくという姿勢である｡

Ｄ看護師は､ 一人暮らしをしながらデイケア

に通所している60歳代の統合失調症の女性につ

いて､‘一社会人､ 一地域で生活をしている自

分っていうそういうことを大事にしてもらいた

いと思っています’と､ 当事者自身が地域で生

活をしているという自覚をもつことが必要であ

るということを語っている｡ また､‘デイケア

は治療の場ですからって言うとしんどくなると

思うので一社会人としてかかわるって､ すごく

大事だなって思っていて｡’と障がいの有無に

かかわらず､ 地域で生活する人として接すると

いう姿勢でかかわることを大事にしていた｡ 当

事者を地域で生活を営んでいる地域住民として

対応しようとする思いが表され､ 当事者に地域

生活を送っているという自覚を保持してもらう

という思いを語っていた｡

また､ Ｅ看護師は､‘社会で容認されるべき

でない方法を行ったときは､ それについて説明

はするし､ ただ､ その人の考えや思いを尊重す

るイコール良しとは思っていない’と語り､ 当

高知女子大学看護学会誌第41巻第２号 (2016)
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事者の思いを尊重することは基本であるが､ そ

れが､ 地域社会の中で容認されないことについ

ては､ 当事者にその旨を返すということを実施

していた｡ このような働きかけから､ 社会的な

責任を果たすことで当事者は生活をしやすくな

ると考える姿勢が見出された｡
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このテーマは､ ストレングスは誰にでも備わっ

ているものであり､ それは固定されたものでは

なく､ 向上することも低下することもあると捉

え､ その状態に応じて維持継続すること､ 伸ば

し強めることができるようにかかわることを大

切にするという姿勢である｡

Ａ看護師は､ 統合失調症で一人暮らしをして

いる50歳代の男性について､‘デイケアから自

宅に帰ってきたとき､ 家に帰ったらすごくいや

な気持ちになるといい始めたんですよ｡ (中略)

それで､ 部屋のゴミを片付けましょうと片付け

をやり始めたんです’と当事者の言動の中から

希望を見出していた｡ また､ 部屋からビールの

空き缶が出てきたときは‘町内会の集まりがあっ

て行ってきたときに貰ったので飲みましたと｡

(中略) 地域の中でいろんな人とつながりなが

らやり始めている’と当事者の部屋の現状から

新たなストレングスを見出していた｡ これらの

データから当事者のもつストレングスの存在を

信じ､ 様々な場面で当事者のストレングスを見

出す姿勢でかかわるＡ看護師のあり方が見出さ

れていた｡

Ａ看護師は､ 当事者が病状悪化に伴い､ 人と

のつながりを拒否するようになったとき‘でき

る人だったんだし､ (中略) この間､ これがで

きていたから絶対その力はあるから (中略) 絶

対その人はまた､ 伸びていくと思うんですよね’

と以前にもっていたストレングスは､ 再び伸び

ることができるという姿勢を大事にしてかかわっ

ていた｡
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このテーマは､ その人の中にあるストレング

スを見出すためには､ 生育歴・生活史を捉え､

それらが現在にどのような影響を及ぼしている

のか知ることを通して､ 当事者の生きてきたプ

ロセスを大事にし､ 強さも弱さも受け入れてい

こうとする姿勢である｡

Ｆ看護師は､ 気分障がいの当事者が寝たきり

で部屋の片付けができないことについて‘部屋

の風景全体が､ 本人の心の中の風景なんですよ｡

お母さんがなくなっても､ 数年たってるんです

けど､ そのことは全く整理がつかないまま､ 本

人の心の中にうず高くある’と､ 母親の死を受

け入れることができないことを理解し､ その部

分を看護師が受け入れるためにも当事者の背景

を理解する姿勢を大事していることを語ってい

た｡ 当事者の生育歴・生活史から当事者の現状

を理解し､ 核心の思いに迫ることで､ 当事者の

希望や要望・躓きなどを見出そうとする思いで

かかわっていた｡

Ｆ看護師は､ 抑うつ状態が強い気分障がいや

PTSDの当事者について､‘十分にどろどろに付

き合った後には､ 何もしないんですよ｡ 後は本

人が自分の力で､ 趣味とか自分で探し始めるだ

けなんで’‘こっち (看護師) の防衛のために

躁的に本人のいいところに目を向けようとして

も決して良くならない’と語っていた｡ これら

の語りから､ 当事者のストレングスを引き出す

ためには､ 当事者の過去から現在にかけての辛

さや無念さ､ 向き合いたくない過去などに付き

合うことが大切であり､ いいところだけを見よ

うとすることはそれを妨げると考えているＦ看

護師の姿勢が見出された｡ 当事者の歩んできた

人生のどろどろしたところや汚点とされたとこ

ろを受け入れるという思いでかかわっていた｡

��� �

１. 当事者の弱さに焦点を当てる看護師の姿勢

の重要性

今回の研究結果より【強さだけでなく弱さや

どろどろした人生のプロセスを受け止めるとい

う姿勢】というテーマから､ 強さだけではなく

弱さにも焦点を当てる看護師の姿勢が見出され

た｡ これは､ 強さだけに注目するのではなく､

病気を含めて当事者の背景を見つめ､ 看護師の

価値観に捉われず視点を変更する姿勢の重要性
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が示唆されたと考える｡

福岡ら11) は､ 摂食障害をもつ人のストレング

スを高めるケアとして､ 看護師は､ 精神障がい

者が本来もっている力が発揮できる状態を整え

る意図で摂食障害の病理をおさえるケアを提供

し､ 看護師が精神障がい者の病理に振り回され

ないようにするケアを提供すると述べている｡

このようなケアを提供するために看護師は病態

を理解することが必要となるだろう｡ 今回の研

究結果からも､ 病状が安定しないことに看護師

が焦り､ ストレングスを探そうとする躁的防衛

を行うと､ 病状を悪化させてしまうことにつな

がると語った看護師がいた｡ これは､ 精神障が

い者のストレングスを高めるためには､ 精神障

がい者の回復過程を見極め､ その回復過程のペー

スに合わすことが重要であるという考えを示し

ている｡ 精神障がい者の背景を充分に受け止め

ることで､ 安心感や安堵感を得て､ 新たな取り

組みをスタートさせるきっかけとなると考える｡

このようなことからも､ 精神障がい者の病態や

背景を見出していく姿勢が重要であると言える

だろう｡

また､ 研究結果からも看護師は当事者の弱さ

とされている点を見ないという考えではなく､

弱さを強さに変換することで新たなストレング

スを見出すと同時に､ 弱さを含めた人として､

全人的に当事者を捉えることを行っていた｡ し

かしながら､ その弱さをそのまま問題点と捉え

ることは､ 従来の問題点に焦点を当てた看護ケ

アとなんら変化はない｡ ストレングスを活かし

たケアを行うためには､ 弱さとされてきた点を

リフレーミングすることで､ 強みに転換してい

くことも重要となってくる｡ 佐藤12) は､ ｢リフ

レーミングの焦点は問題とされている行動その

ものではなく､ 多様な地域生活のあり方を肯定

していくなかに存在する｡｣ と述べ､ 精神障が

い者の可能性を引き出すためにも問題点として

捉えられていた部分を拾い出し､ 視点を変換す

ることで新たなストレングスを見出し､ ストレ

ングスを増やすことができることを指摘してい

る｡

このように､ 精神障がい者は強さと弱さをも

つ人としてそのまま受け入れると同時に､ 弱さ

を強さに変換し､ 新たなストレングスを見出す

姿勢をもつことは､ ストレングスを高める上で

重要であると考える｡ そのためには､ 精神障が

い者の弱さにも焦点を当てる姿勢をもち､ その

背景を捉えると同時に､ 看護師の価値観に囚わ

れることなく､ 弱さを強さとする価値変換を行

うことが必要となってくる｡

２. 地域生活でストレングスを高めるケアの姿

勢の重要性

今回の研究結果の【人との多様なつながりが

地域生活を豊かにすることができるという姿勢】

【目標をもち､ 自信を取り戻すことにより自ら

歩むことができるという姿勢】【失敗を含め様々

な体験を得ることで､ 学ぶことができるという

姿勢】【一社会人として､ 責任を返していく姿

勢】の４つのテーマからは､ 地域生活の特徴を

捉えストレングスを高めるために利用している

看護師の姿勢が明らかになった｡ ここで見出さ

れた地域生活の特徴とは､ 多様なつながりが得

られる環境であること､ 自立が重んじられる環

境であること､ 豊富な体験ができることである

と考える｡ 以下に､ これらの視点から､ 地域生

活の特徴を捉え利用するケアの姿勢について述

べる｡

��������	�
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今回の研究結果により【人との多様なつなが

りが地域生活を豊かにすることができるという

姿勢】というテーマが抽出された｡ 地域生活は､

入院生活と異なり医療専門職やそれ以外の人た

ちなどの多様な人とつながることができる環境

である｡ 地域で生活している精神障がい者は､

病院関係者や家族だけではなく､ 就労支援者､

地域生活支援センター､ 精神科デイケア､ 訪問

看護などの支援者や地域住民､ 他の精神障がい

者とのつながりが多様化していく｡ その人々は､

今まで多彩なストレングスを有しており､ それ

ぞれがもっているストレングスを引き出し､ 活

用することで地域生活を豊かにすることができ

ると考える｡ そして､ つながりが多様であれば

ある程､ ストレングスの数は増し､ お互いがス

トレングスを活用しながら生活を営むことがで

きると考える｡ また､ 活用だけではなく､ 相互

作用によりお互いのストレングスを刺激するこ
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とで､ ストレングスを高め合うことができると

考える｡

野中13) は､ 地域生活とは､ 健康だけではなく､

住居､ 食事､ 仕事､ 金銭､ 友人､ 生きがいなど

多様な要素で構成されているため､ 多職種が力

を合わせることが必要であり､ 精神障がい者も

チームの一員であると述べており､ 精神障がい

者が地域生活を営むことや､ 目標や希望を達成

するためには､ 一人の支援者だけではなく､ そ

れぞれの支援者の強みを活かし支援していくと

同時に精神障がい者も自身の強みを活かして行

く必要があると言えるだろう｡ 支援者は､ 看護

師など支援者から精神障がい者への一方向では

なく､ お互いが対等に向き合いながら､ 双方が

同じ方向に向き合って目標を達成することが大

切になってくる｡

このようことからも多様なつながりができる

地域生活の環境で､ 相互作用を活かしながらお

互いのストレングスを高めていこうとする姿勢

は､ ストレングスを高める上で必要不可欠な姿

勢であると考える｡

�������	
��
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今回明らかになった【目標をもち､ 自信を取

り戻すことにより自ら歩むことができるという

姿勢】は､ 自立した生活を営むことで､ 当事者

は自ら考え行動することができるようになり､

それが自信につながり自尊心を高めることがで

きるようになるという意味を有する姿勢である

と考えられる｡

林14) は､ 患者の自立は患者が自分を価値ある

人間としてとらえ､ 自尊の感情をもち､ 自分が

自分らしくあることに意味を見出すと述べ､ 自

立することは､ 精神障がい者が自分の生活をど

のように過ごしていきたいのか､ 自分の生活は

自分で決めて歩むことで､ 自分の存在価値を見

出すことにつながることを指摘している｡ また､

その目標が､ 達成できることで自己効力感を得

ることができ､ さらに自立性が高まると考える｡

そのために看護師は､ 精神障がい者と実現可能

な目標設定を行うことで自立への支援を行って

いくことが必要であり､ 目標達成のための具体

的な計画については､ 精神障がい者が単に自己

決定をするのではなく､ なぜ､ それを選択した

のか考えることができるような支援をすること

で､ 精神障がい者の自立性はさらに高めること

ができると考える｡ そして､ 看護師は精神障が

い者に肯定的なフィードバックや承認を実施し､

精神障がい者の症状や感情に左右されることな

く堂々とした態度で接することで､ 安心感を提

供し自ら歩むことへの後押しを実施することが

できると言えるだろう｡

このようなケアは､ 自立することが必要不可

欠な地域生活だからこそ重点的に展開できるケ

アであり､ ストレングスを高めるために地域と

いう場で､ 【目標をもち､ 自信を取り戻すこと

により自ら歩むことができるという姿勢】をもっ

てかかわることの重要性が示唆されると考える｡

�������������

地域生活では､ 豊富な体験により新たなスト

レングスを得ることができるという姿勢が明ら

かになった｡ 地域生活では､ 入院と比べ日常生

活や就労､ 他者との交流など多くのことを体験

する機会がある｡ 今回の研究では､ 体験できる

機会が豊富に存在している地域生活という場を

活かして､ 当事者に体験を促し､ 失敗してもな

ぜ失敗したのか振り返ることにより､ 新たなス

トレングスを得ることができるという姿勢でケ

アを展開する看護師の姿勢が見出されたと考え

る｡

例えば､ ある看護師は､ 当事者が体験したい

と自己決定したことについて､ 失敗する可能性

があっても体験をしてもらうということを行っ

ていた｡ このような介入は､ 当事者の意欲を尊

重し､ 誰でもチャンスは訪れるという考えをもっ

て行われていた｡ ここで成功体験を得ることが

できれば､ モチベーションも上がり､ 達成感に

つながることも可能となる｡ しかし､ 同時に看

護師は､ もし失敗したとしても､ 失敗から学ぶ

ことが当事者にはできると捉えていた｡ 看護師

は､ 安心して失敗できる場を提供し､ フォロー

を実施することで､ 当事者一人で失敗を背負う

のではなく､ 看護師とともに失敗を振り返ると

いう作業を行うことを通して､ 当事者が失敗か

ら学ぶことができるようにかかわっていた｡

�田ら８) は ｢当事者も成功と苦悩を語り筆者

らがフィードバックしたことで自分のことを肯
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定的に語る場面ができた｣ 述べており､ 失敗体

験を否定しない考え方を示すと同時に失敗して

も再びチャレンジできるという可能性を指摘し

ていると考えられる｡

このように､ 地域生活には体験をする機会が

豊富にあることを考慮し､ 【失敗を含め様々な

体験をすることで､ 学ぶことができるという姿

勢】をもつことは､ 新たなストレングスを得る

ことができるという視点からも重要であると言

える｡

３. 地域生活をする社会人として責任を返して

いく姿勢の重要性

今回の研究結果から【一社会人として､ 責任

を返していく姿勢】というテーマが抽出され､

これは､ 地域生活を行うにあたり､ 地域住民と

しての自覚をもち､ 当事者が行った行動につい

て当事者に責任を返すことで､ ストレングスが

備わっていくと捉える看護師の姿勢である｡ 責

任とは広辞苑15) によると､ ｢①人が引き受けて

なすべき任務②政治・道徳・法律などの観点か

ら非難されるべき責・科｣ と記載されている｡

この責任は概念枠組みでは抽出されなかった構

成要素であると言える｡ 今回の研究結果で責任

という要素が新たに抽出されたのには､ 地域生

活では､ 自ら考え行動することが必要とされて

おり､ その行動の結果は､ 当事者が引き受けな

ければならないということによると考えられ､

まさに､ 地域看護を提供する看護師ならではの

視点であると考えられる｡

本研究結果からも､ 当事者が社会的ルールや

法律が守れないときなどは､ 当事者に責任を取っ

てもらうということを語っており､ 当事者の行っ

た行動について責任は当事者にあるという考え

をもっていた｡ 責任が生じることで精神障がい

者は､ 自らの行動の変容を行うことができ､ ス

トレングスを高めることができると考えられる｡

また､ 自ら責任を取ったからこそ､ その努力や

成果は精神障がい者のものであり､ そこから自

信につながり､ ストレングスを高めることにな

ると考えられる｡ 精神障がい者がストレングス

を高めるためにも責任は精神障がい者自身がも

つことが必要であると考える｡

��� �

地域で生活する精神障がい者のストレングス

を高めるケアの姿勢として､ 【人との多様なつ

ながりが地域生活を豊かにすることができると

いう姿勢】【目標をもち､ 自信を取り戻すこと

により自ら歩むことができるという姿勢】【失

敗を含め様々な体験を得ることで､ 学ぶことが

できるという姿勢】【一社会人として､ 責任を

返していく姿勢】【ストレングスは必ず存在す

るものであり､ かつ変化するものであるという

姿勢】【強さだけでなく弱さやどろどろした人

生のプロセスを受け止めるという姿勢】６つの

テーマが抽出された｡

また､ 以下の５つのケアの姿勢の重要性が示

唆された｡ まず､ 精神障がい者のストレングス

を高めるためには､ 強さだけではなく弱さにも

焦点をあてる必要性が示唆され､ 精神疾患の病

態特性を理解しその辛さなどを受け止めること

や弱さを強さにするという価値変換を看護師は

行うことが必要であると考えられた｡ さらに､

地域生活の特性を効果的に利用するためには､

地域で得られる多様なつながりを大切にする姿

勢､ 精神障がい者の自立を重んじる姿勢､ 豊か

な体験を利用する姿勢が重要であると考えられ

た｡ これらのケアの姿勢を有することにより､

当事者のストレングスを高めることにつながる

と考えられる｡

� �

本研究に快くご協力いただきました研究協力

者の皆様､ 各施設の皆様､ ご指導賜りました先

生方に心より感謝いたします｡ なお､ 本研究は

高知県立大学看護学研究科博士前期課程の修士

論文に一部加筆し修正を加えたものである｡
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